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日本語と英語のニュース翻訳 

― 情 報 追 加 ・ 削 除 ・ 移 動 の ス テ ラ テ ジ ー 

ニュース記事翻訳においては、読み手が理解しやすいというニーズが重視され、起点テキストと目標テキストの

間の差異（シフト）は、翻訳ストラテジーと考えられている。しかし、「等価」「忠実性」を気にしてこの方法に消極

的な翻訳学生が多い。この発表では、日英・英日両方向のニュース記事翻訳に実際に起こるシフトを分析し、ス

トラテジーとしてのシフトの可能性を積極的に考えてみたい。分析には日英語のオリジナルとその翻訳のペア、計

340 本のニュース記事から成るコーパスを用い、翻訳に現れる追加、削除、移動を、節以上から節以下までのサ

イズ別に取り出した。分析の結果、ほぼ全ての翻訳ニュース記事に追加、削除、移動が見られた。英語への翻訳

では削除よりも追加が、日本語への翻訳では追加よりも削除が一般的であった。サイズ別では、節以下のサイズ

のシフトは記事全体で起こり、節以上のサイズのものは記事の頭または末尾に生じる傾向があった。リードの境界

をまたぐ移動は、日本語訳ではリード方向へのものが多く、英語への翻訳ではその逆が多かった。これは、各言語

のニュースリード部で好まれる情報が異なることを示唆している。シフトの実際から、翻訳ニュースの読み手のニ

ーズ重視、翻訳に反映する目標言語のジャンル的慣習を分析したい。  
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イギリスの日本語教育についてもお話しいただく予定です。 
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以下のサイト又は QR コードから事前申し込みが必要です。 

 https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeO8y7A2S0QUh-

Vk9SYCWF1SYcHkHGGrIpBZYhO3f1cLil3hg/viewform?usp=sf_link  
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